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領域あるいは開集合の擬凸性は解析的円板の族を用いて定義されて，それは空間の一対一両正則な

変換を行なっても変らなし 10 乙乙ではその円板の族を制限して，いわば一方向に関する擬凸性を考え

る。

D を空間 Zh … ， Z仇 (m>l) 内の領域あるいは開集合とする。次のような方程式で与えられる円

板の族 Ft (0 三三 t 豆 1) を考える。

Ft: Zt =ft (Zh t) , 1 く i < m, I Z 1 -Z 10 I < r， ここで各五は I Zl-Zlo I 孟 r， 0 <t< 1 で

連続で， t を固定すれば I Z1- Zl 0 1<r で正則とする。乙のような円板の族に対して， Fr.FocD , 

FtcD (0 く t < 1) ならば，必らず FocD が成りたつとき ， D は Zl に関して擬凸であるという

ことにする。このとき次の定理がえられる。

定理， D が Zl に関して擬凸ならば， D は普通の意味で擬巴である。

Hartogs の半径と擬凸性との関係について次の系がえられる。

系1. 各 Zk I乙関する D の Hartogs の半径を Rk (Zh … ， Z心とする。 D が擬凸であるための

必要十分な条件は ， m 個の函数ーlog Rk ( 1 三三 h 三三 m) のうち m-1 個が D で多重劣調和なことで

ある。

また一般高次元空間内での擬凸性と 2 次元空間内での擬凸性との関連について，次の系が成りたつ。

系 2. 曲面 B : Zt=Pt (Zh Z2) , 3 <i 三三 m を考える。ここで R は多項式とする。

D(B)={(ZhZ2) I (Z l, Z2, P 3 (Zh Z2) , …, Pm(ZhZ2) ) ED} とおく。 D が擬凸であるための必要十

分な条件は，各 BI乙対して D(B) が空間 Zh Z2 において擬凸なことである。
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論文の審査結果の要旨

多変数空間内の正則悩域は連続性定理をみたす。また K.Oka によって，逆に連続性定理をみたす

領域は正則領域であることが示されている。したがって正則領域であるための条件をしらべた。

領域が運続性定理をみたすとき，擬凸であるといわれるが，それは任意の複素パラメーターによっ

て表わされる解析的円板の族に関する凸性によって定義される。

ここでは，この解析的円板の族を制限し特定のパラメーターとくに空間の一つの変数によって表わ

される解析的円板の族に関する凸性を考える。

これはいわば複素方向に関する擬凸性であって普通の擬凸性より弱いものである。

この諭文においては主な結果として上述の意味でのー複素方向に関する擬凸性は普通の意味での擬

凸性と同値であることが示された。したがって領域が正則領域であるためには，それがー複素方向に

ついてだけ擬凸であれば十分であることがわかった。

この定理の応用として次の二つがあげられている。

その第ーは， Hartogs の正則半径に関して次のことが証明される。いままでは領域が擬凸であるた

めには， 任意の複素方向に関する Hartogs の正則半径の対数が多重優調和であることが必要十分で

あるがここでは空間の次元より一つ少ない個数の複素方向に関する Hartogs の正則半径が同様な条

件をみたすことが領域が擬凸であるための必要十分条件であることを示した。

その第二は，一般高次元空間での擬凸性と低次元空間のそれとの関係を示すものとして，領域が擬

凸であるためには，二変数の多項式で表わされた任づ意の複素二次元解析的曲面による切り口が擬凸で

あることが必要十分であることを示した。

以上，木村君の研究は正則領域であるための必要十分条件を深く研究したもので，副諭文とともに

多変函数諭の研究に重要な寄与をした。 よって理学博士の学位諭文として十分価値あるものと認め

る。
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